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底びき網の漁具改良による資源管理に取り組んで

輸島市漁業協同組合　底曳網組合

　　　　　　細　道　龍　一

1．地域と漁業の概要

　　私達の住んでいる輸島市は能登半島の北部に位置する風光明媚な地域で、沖合には七

ツ島と舳倉島を有する人口約27，000人の市である。主な産業は漁業と伝統工芸の輸島塗

や朝市等の観光産業となっている（図1）。

　　私達の所属する輸島市漁協は、組合員1，123名（正g3g各・准187名）で構成され、

主な漁業種類はまき網・底びき網・刺網漁業の他、海女による採介藻で、漁獲魚種はブ

　リ、アジ、サバ、メバル類、カレイ類、ズワイガニ、サザエ、アワピ、海藻等と多岐に

わたっている。また｝平成14年度の水揚げは約5，560トン・27億9千万円となっている。

2．グループの組織と運営

　　輸島市漁協に所属する底曳網

組合は、底びき網漁業の安全操

業や漁業秩序を図るため等を目

　的に、昭和40年に発足され、現

在小型底びき網漁業者47名で構

成している。近年の主な活動は、

資源管理型漁業を推進するため

　の検討・協議や先進地視察等を

実施してい＝る。

き．活動課題選定の動概・
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図1　位　置　図
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　石川県では第1種小型底びき網漁業の操業期間は9月ん6月の10ヶ月間で、その内ズ

ワイガニ漁は11月6日～3月20日までとなっている。したがって当地区ではズワイガニ

漁期以外の沖合では主にアカ，ガレイを漁獲してい乱しかし・アカガレイを耳って操業

してもズワイガニは混獲される。このためズワイガニは再放流しているが、入網時に擦

まれることで脚が欠落したり活力が低下する僻体が目立っており、再放流しても殆ど死

亡するのではないか？と懸念されている。また、これに加え商品価値の低い小型カレイ

類も混獲されるなど不合理な操業となっていた。

　底びき網漁業を永続的に維持発展させるためには、これらの問題点を少なくする必要

があり、その対策を模索していた。

　丁度その頃、福井県の越前町でズワイガニ漁期以外のズワイガニ混獲を防止する網が

開発されたことを聞き、当底曳網組合でも取り入れることができないかと思い、平成13

年度よりズワイガニ漁期以外のズワイガニ及び小型カレイ類を保護する底びき網漁具の

改良に取り組むことになった。
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4．実践活動状況及び成果

（1．）改良網の検討と取り組み

　　　平成14年．3月1日に当底曳網組合が独自で改良底びき網の先進地である福井県越前

　　町漁協を視察した。越前町漁協での取り組み状況・網の構造・実施上の問題点等、色

　　々教えて頂いた内容を参考に、早速、3月下旬から当組合で使用している既存の網の

　　改良に取り組んだ。当初は要領が掴めず組合員同士で議論を繰り返すばかりで思うよ

　　うに進まなかったが、なんとか手探り状態で四苦八苦しながら、平成14年5月に輸島

　　型改良網の第1号の試作品が完成し試験操業までこぎ着けることができた。

　　　網の構造は基本的に越前町漁協の網（魚獲部が上下2段構造になっており、ズワィ

　　ガニを下網に逃がす）と似ているが、最初の試験操業結果では残念ながらズワイガニ

　　とカレイ類を思うように分離することができなかった。しかし、さらなる改良でうま

　　くいく’という手応えを実感したので、平成14年度複合的資源管理型漁業促進対策事業

　　を導入し、関係機関の協力を得ながら本格的な漁具改良の取り組みが姶まった。

（2）改良網の試験操業

　　　平成14年7月12日に再度、越前町漁協を視察し説明を受けるとともに、越前町漁協

　　の改良網を借り受け、当初底曳網組合で試作した改良網との比較や改良点を検討し、

　　改良網の制作や試験操業を繰り返し実施した。

　　　試験操業で使用した改良網は前述したように上下二段構造となっており、上網と下

　　網の間に漁獲物を分離するための「落網（抜け穴）」が取り付けられ、、上網には遊泳

　　力のある大型カレイ類、下網には遊泳カの弱いズワイガニや小型カレイ類が入網する

　　ように設計されている（図2）。
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　　　　図2　改良網の構造　　　　　　　　　図3　試験操業位置図

　試験操業は、平成14年7月18日・30日、8月12日に図3に示した水深約250～300

mの海域そ合計13回の曳網を行った。

　改良網は、①越前町漁協で実際使用していた網（以下、越前町改良網）、②当底曳

網組合で使用していた網に仕切りを入れ、上下二段構造に改造した網（以下、輸島型

試験網）、③越前町改良網め設計を参考にして仕立てた網（以下、越前型試験網）の

3種類を用いた。また、輸島型試験網と越前型試験網にっいては落し網の目数・目合

等を変更しながら実施した。
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（3）試験操業結果

　　図4に改良網の試験操業結果を示した。
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図4　試験操業緒果
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　①越前町改良網は、ズワイガニ

を選択的に逃避させる効果が非常

に高かったが、カレイ類の取り逃

がしがやや多い結果となった。

　②輸島型試験網は、当初ズワイ

ガニとカレイ類を殆ど分離できな

かったが、網口を棲に広げたり、

落し網の目数・目合を変更して行

くにしたがって、最終的にはズワ

イガニの80％～90％を逃避させ、

またカレイ類を85％前後漁獲する

ことが可能な網となり良好な結果

が得られた。写真1に輪島型試験

網で曳網した上網と下網の漁獲物の

漁獲状況を示した。上紹にはズワ」イガニやヒトデ類等があまり入網してないことが観

察される。　③越前型試験網は当初から輸島型試験網と大差ない高い性能を示した。

なお、参考までに落し網の目数を変えて実施してみたが、性能は向上しなかった。．

綴一

　　　　　　上　　網　　・　　　　　　　　　　　　下　　網

　　　　　　　　写真1　輪島型試験網の上網と下網の漁獲物

　以上の結果から、当地区では輸島型試験網の最終版（落し網の目数26目・60cm目合、

網口7節275目x22．’5尺）と越前型試験網（落し網の目数17目・60㎝目合、網口7節

200目★17．5尺）が有効と考えられたが、従来から使い贋れている網をべ一スセこ改良

した輪島型試験網が使い勝手がいいこともあり、当底曳網組合では輪島型試験網（図

5）が最も良好と判断された。また、これらの試験操業では、いずれの網でも小型カ

レイ類・ヒトデ類・ゲンゲ類も抜ける傾向がみられた。

　このことから、ズワイガニの混獲が防止されると同時に投棄物が少なくなることに

よって・選別作業の労力の軽減が図られ・さらに・小梨申レイ類の保護や有用なカレ

イ類が混獲物で採Iまれることも少なくなり、鮮度向上にもっながった。
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（4）珠洲地区での取り組み

　　輸島市に隣接する珠洲市のすずし底びき網船団でも、輪島型試験網を使用した試験

　操業が平成15年6月に実施された。珠洲海域においても当底曳網組合で実施した試験
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全長（㎝）

結果とほぽ同様な結果となり、ズワ

イガニを7割以上保護しつつ、カレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1イ類の9割を漁獲できることが確認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された。また、漁獲されたカレイ類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アカガレイ・ヒレグロ）をみると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　概ね全長24cm付近を境に大型のアカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガレイが漁獲、され、小型のヒレグロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が逃避する結果となり、小型カレイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　類を保護できることも明らかとなっ

　　図6アカガレイとヒレグロの全長組成　　　た（図6）；

（5）改度網を導入した場合の水揚金額に及ぽす影響

　　輸島型試験網を実際に導入した場合、アカガレイの漁獲量は従来の85％程度に落ち

　　ると考えられる。我々漁業者からすると、資源保護はとても大切なことであるが、水

　揚金額が減少することは現実的に厳しい問題でもある。このため、改良網を導入した’

　場合の水揚金額に及ぼす影響を調べた。

　　平成13年4月～10月までの間に輪島市漁協で水揚げされたアカガレイの水揚量・金

　1200　　　　　　　　　　　　　　　　　　額・平均単価の関係を調べた結果、
（円ω．

　　　0回　　　　　　　　　　　　　　　　水揚量カミ多いほど平均単価が低くな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る傾向にあることが分かった（図7）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仮に改曳網を導入して85％に水揚

伽！　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、水揚金額の減少は従来の87％、
　　1　’　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～93％程度に留まると思われる。

　200．　　1㎜　　。㎜　　㎜　　㎜　　。。。。　㎜　　また、長期的には1ズワイガニやア

　　　　　　　　　　1圓の柵■　　　　　　㈹　カガレイの資源が増大することで、

　　図7アカガレイの水揚量と単価の関係　　　経営の安定・向上が期待され’る。

（6）まとめ

　　　これらの結果から輪島型試験網は、①ズワイガニと小型カレイ類の保護に有効であ

　　る、②労力の軽減が図られる、③鮮度向上が図られる、④水揚金額もあまり減少しな

　　い等、画期的な効果が期待でき、底びき網漁業を永続的に維持発展させるために有効

　　な網と考えられた。なお、当底曳網組合では平成15年8月中旬に全船が輸島型試験網

　　を購入し、8月下旬に開催された底曳網組合の総会で9月からアカガレイを狙って操

　業する船は、全船この改良網を使用することを決定し、実際に使用している。’

5．波及効果

　　当底曳網組合で導入した改良網は他地域の小型底びき網にも波及し、前述した珠洲地

区でも平成15年度から試験操業を実施し良好な結果が得られている。平成16年度からは
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珠洲地区・富来地区で、平成17年度からは金沢地区に導入する計画が進んでおり、さら

　に沖合底びき網についても検討が始まり、県下全域に波及しっっある。

6．今後の課題や計画と問題点

　　今後は、資源管理型漁業漁業者協議会等で試験結果で得られた成果を紹介しながら、

他地域の底びき網漁業者にアドバイスする等、県下全域の底びき網漁船に少しでも早く、

改良網の普及が図れるよう努力したいと思う。

　　また、より一層、漁業者間・関係機関と協議を重ねながら、改良網の性能をさらに高

　めるための改良・調査を関係機関と協カしながら実施していきたいと思う。
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